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局
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レ
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伝
第
一
巻
を
め
ぐ
つ
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
義
　
夫

　
ロ
レ
ン
ス
の
伝
記
の
決
定
版
ら
し
き
も
の
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
著
老
の
ジ
目
ン
・
ワ
ー
ゼ
ン
（
旨
ま

事
o
斗
＝
8
）
が
自
ら
『
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
・
レ
ヴ
ユ
ー
』
（
P
申

§
§
。
、
完
、
ミ
一
、
。
一
に
二
度
に
わ
た
つ
て
寄
稿
し
、
壌
料
の
一

部
を
紹
介
し
つ
㌧
近
刊
の
出
版
に
触
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
進
行

中
の
薯
書
を
謂
は
ぱ
宣
伝
す
る
こ
と
が
異
例
な
ら
、
一
人
の
人
物
の

伝
記
が
三
巻
に
分
た
れ
、
各
々
の
執
筆
責
任
老
を
異
に
す
る
こ
と
も

ま
た
異
例
で
あ
る
二
九
九
一
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
第
一
一
銘

は
本
文
四
六
一
頁
、
総
頁
六
二
六
頁
か
ら
成
る
。
こ
の
巻
の
み
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ぶ

現
在
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
ロ
レ
ン
ス
伝
の
う
ち
で
最
も
大
部
な
ハ
リ

i
．
T
．
ム
▼
㌔
凹
胃
；
竃
、
、
。
一
に
よ
る
『
愛
の
高
僧
』
§
、

妻
包
呉
卜
o
§
）
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。
な
る
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
人
の

研
究
老
エ
ミ
ー
ル
・
ド
ゥ
ラ
ヴ
ネ
（
向
昌
－
⑭
－
〕
色
凹
く
o
罠
ξ
）
は
、
　
一

八
八
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
ロ
レ
ン
ス
の
生
活
と
作
品
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

し
て
八
五
四
頁
に
上
る
著
作
を
薯
し
た
が
、
そ
の
続
篇
は
未
だ
現
れ

て
ゐ
な
い
。
例
へ
さ
う
な
つ
た
場
合
で
も
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出

版
局
（
9
昌
げ
ユ
島
①
ζ
邑
き
邑
ξ
勺
『
窃
ω
）
に
よ
る
今
回
の
伝
記
が

史
上
最
も
長
い
ロ
レ
ン
ス
伝
に
な
る
こ
と
は
恐
ら
く
確
実
な
こ
と
と

思
は
れ
る
。

　
ジ
ョ
ン
｝
ワ
i
ゼ
ン
に
よ
る
第
一
巻
は
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
九

＝
一
年
ま
で
、
フ
リ
ー
ダ
と
ガ
ル
ダ
湖
畔
ガ
ル
ニ
ャ
ー
ノ
（
o
彗
・

管
彗
o
）
に
滞
在
し
て
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』
（
吻
§
餉
§
、
旨
§
易
）

を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て
ゐ
る
。

　
い
ま
記
述
の
順
に
従
ひ
こ
の
巻
の
長
所
を
列
記
す
れ
ぱ
、
第
一
に

ロ
レ
ン
ス
家
と
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル
家
（
亭
①
｝
g
a
窒
戻
）
を
め
ぐ
る

家
系
図
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
犬
学
出
版
局
版
全
集
（
以
下
『
全
集
』

と
呼
ぷ
一
の
書
簡
集
第
憂
の
そ
れ
に
較
べ
・
よ
り
詳
し
く
正
確
に

な
つ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ロ
レ
ン
ス
の
母
方
の
祖
父
の
没
し
た

月
日
、
祖
母
の
没
年
、
月
日
等
が
追
加
さ
れ
た
し
、
父
方
の
先
祖
等

も
細
か
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
体
伝
記
執
筆
の
た
め
の
こ
の
種
の
基

本
的
作
業
が
、
ロ
レ
ン
ス
に
関
す
る
限
り
、
一
九
八
O
年
の
出
版
に

な
る
ロ
イ
・
ス
ベ
ン
サ
ー
（
肉
ξ
ω
潟
9
胃
）
の
薯
書
『
D
・
H
・

一
レ
ン
ス
の
艶
一
s
．
子
卜
§
ミ
§
o
§
喜
一
ま
で
行
な

は
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
、
奇
異
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
ロ
レ
ン
ス
自
身

の
洗
礼
記
録
と
そ
の
父
母
の
婚
姻
証
明
書
は
早
く
か
ら
印
刷
に
付
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
除
け
ば
、
ハ
リ
ー
・
T
・
ム
ア
な
ど
は
公
的
記
録

を
閲
し
た
痕
跡
を
一
切
残
し
て
ゐ
な
い
。
彼
は
な
る
ほ
ど
ロ
レ
ン
ス

の
書
簡
の
整
理
等
、
地
道
な
作
業
に
も
従
事
し
た
が
、
こ
と
伝
記
に
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セ
　
ン
　
サ
　
　
ス

関
す
る
限
り
、
恐
ら
く
は
国
勢
調
査
を
も
参
照
し
な
か
つ
た
と
思
は

れ
る
。
『
全
集
』
版
書
簡
集
の
編
老
は
、
当
然
の
，
こ
と
く
二
れ
を
調
査

し
た
も
の
㌧
、
ロ
レ
ン
ス
の
両
親
の
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
証
明
書
を

除
き
、
想
像
す
る
に
専
ら
国
勢
調
査
に
拠
り
家
系
図
を
作
成
し
た
た

め
、
場
合
に
よ
り
生
年
に
一
年
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
つ
た
。

十
年
毎
に
四
月
に
行
は
れ
る
国
勢
調
査
の
年
齢
記
載
は
、
当
然
四
月

を
境
に
一
年
の
異
り
を
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
新
し
い
伝
訂
の
第

一
巻
は
、
多
分
五
な
い
し
六
件
に
つ
き
、
証
明
書
を
入
手
し
た
と
想

像
で
き
る
。

　
尤
も
何
事
に
つ
け
人
の
為
す
所
に
完
全
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。
ロ

レ
ン
ス
の
母
リ
デ
ィ
ア
（
［
昼
ε
の
姉
エ
マ
（
向
∋
目
凹
）
の
生
年
が

一
八
四
九
年
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で
、
本
当
は
一
八
四
八
年
十

一
月
十
二
日
生
れ
。
妹
の
エ
レ
ン
（
雪
一
g
）
の
生
年
一
八
五
五
年
も

然
り
で
あ
り
、
事
実
は
一
八
五
四
年
六
月
十
四
日
。
ロ
レ
ン
ス
の
長

兄
ジ
ヨ
ー
ジ
の
生
年
一
八
六
七
年
は
明
ら
か
な
誤
植
で
、
一
八
七
六

年
が
正
し
く
、
九
月
二
十
六
日
に
生
れ
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
一
八
六
八

年
十
一
月
十
九
日
生
れ
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
エ
イ
ダ
・
ロ
ウ
ズ

（
＞
3
宛
o
詔
）
は
出
生
証
明
書
に
よ
れ
ぱ
一
八
六
七
年
十
一
月
十
九

日
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
証
明
書
参
照
の
件
も
少
し
く
怪
し
く
な
る
が
、

私
自
身
が
入
手
し
た
証
明
書
類
の
数
も
寡
々
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

他
に
も
誤
り
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
戸
籍
の
な
い
英
国
で
、
正
確
な
日
付
と
両
親
の
職
業
、
住
所
等
に

関
す
る
情
報
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
証
明
書
類
は
殆
ど
唯
一
の
情
報
源

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
入
手
す
る
に
は
一
件
当
り
五
ポ
ン
ド
余
の
発
行

　
　
か
、

料
が
費
り
、
多
大
な
時
間
を
要
す
る
。
や
が
て
は
、
時
と
金
と
労
力

の
解
決
す
る
間
題
で
あ
り
、
要
は
例
へ
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版

局
」
の
事
業
と
言
へ
ど
も
頭
か
ら
信
用
し
て
か
㌧
ら
ね
ぱ
い
㌧
の
で

あ
る
。

　
第
二
に
、
こ
の
伝
記
に
よ
り
、
ロ
レ
ン
ス
の
父
方
の
曽
祖
父
に
初

め
て
光
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
（
七
－
八
頁
）
、
第
三
に
、
ビ
ア
ド
ゥ
ス

ル
家
の
シ
ア
ネ
ス
居
住
中
に
ロ
レ
ン
久
の
母
リ
デ
ィ
ア
の
母
方
の
叔

母
の
家
族
も
同
地
に
住
ん
で
ゐ
た
事
実
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
（
二
二

頁
）
、
第
四
に
、
リ
デ
ィ
ア
の
妹
達
の
結
婚
相
手
の
素
姓
が
か
な
り
明

ら
か
に
な
つ
た
こ
と
（
一
七
頁
）
、
第
五
に
ロ
レ
ン
ス
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン

ガ
ム
．
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
勉
学
状
況
が
少
し
く
判
明
し
た
こ
と

（
〈
五
－
六
頁
）
、
第
六
に
リ
デ
ィ
ア
の
手
紙
と
、
彼
女
が
創
つ
た
と

思
は
れ
る
詩
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
（
九
七
、
二
一
八
－
九
、
：
ハ
O
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ュ
■
ビ
ル
．
テ
イ
■
チ
ヤ
ー

二
五
三
、
二
六
七
、
）
第
七
に
、
ロ
レ
ン
ス
の
「
教
員
見
習
生
」
時

代
の
俸
給
や
イ
ル
キ
ス
ト
ン
（
自
ぎ
9
昌
）
の
「
養
成
所
」
へ
の
通
学

状
況
が
判
明
し
た
こ
と
等
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
最
後
の
点
に
関
し

て
は
、
友
人
．
知
己
の
回
想
が
錯
索
し
、
一
体
ロ
レ
ン
ス
が
週
に
何

度
「
養
成
所
」
に
通
つ
た
か
判
然
し
な
か
つ
た
。
ワ
ー
ゼ
ン
の
詳
細

な
調
査
は
、
「
一
九
〇
四
年
三
月
」
か
ら
ロ
レ
ン
ス
は
「
週
の
う
ち
五

度
、
セ
ン
タ
ー
で
半
日
を
過
し
た
」
（
三
五
頁
）
と
だ
け
書
い
た
ロ

イ
．
ス
ペ
ン
サ
ー
が
正
確
な
資
料
を
捗
漁
し
て
ゐ
た
事
実
を
裏
書
き

す
る
二
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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ロ
イ
・
ズ
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
は
、
何
よ
り
も
第
一
に
リ
デ
ィ
ア
の

素
姓
を
劇
的
な
形
で
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
、
第
二
に
ロ
レ
ン
ス
の

父
親
ア
ー
サ
ー
が
泥
酔
漢
で
も
無
知
蒙
味
な
坑
夫
で
も
な
か
つ
た
こ

と
を
証
し
た
点
に
、
そ
の
大
き
な
功
績
と
特
徴
が
あ
つ
た
。
第
一
の

点
は
資
料
で
固
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
既
に
反
駁
の
余
地
が
な
い
。
第

二
の
点
に
関
し
て
、
ジ
ヨ
ン
・
ワ
ー
ゼ
ン
は
幾
分
含
み
を
残
し
な
が

ら
も
、
一
九
八
一
年
に
や
は
り
ケ
ン
ブ
リ
ソ
ジ
大
学
出
版
局
か
ら
出

較
打
㌶
μ
れ
㍍
㍑
一
㍗
ド
｝

レ
ン
ス
の
人
物
を
肯
定
し
た
。
謂
は
ぱ
ロ
レ
ン
ス
の
父
は
、
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
モ

晴
れ
て
そ
の
「
冤
罪
」
を
雪
ぐ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
レ
ン
ス
が
ク
ロ
イ
ド
ン
で
教
職
に
就
い
た
の
ち
の
記
述
（
第
二

部
と
第
三
部
）
に
関
し
て
は
、
第
一
に
フ
ォ
ー
ド
．
マ
ド
ツ
ク
ス
．

ヘ
フ
ァ
ー
（
｝
o
a
竃
ぎ
買
■
亮
蒙
H
）
の
ロ
レ
ン
ス
宛
書
簡
の
紹

介
（
二
二
二
頁
）
、
第
二
に
「
マ
チ
ル
ダ
」
（
、
、
竃
茎
巨
凹
．
．
）
と
呼
ぱ
れ

る
草
稿
の
紹
介
、
第
三
に
、
『
ポ
ー
ル
・
モ
レ
ル
』
（
き
ミ
き
ミ
）

の
プ
ロ
ッ
ト
に
関
す
る
ロ
レ
ン
ス
の
構
想
の
紹
介
（
二
七
八
－
八

頁
）
、
第
四
に
、
ル
イ
・
バ
ロ
ウ
ズ
（
5
巨
①
困
胃
昌
考
ω
）
を
ロ
レ
ン

ス
に
引
き
合
せ
た
の
が
妹
の
エ
イ
ダ
（
＞
ま
）
で
あ
つ
た
事
実
の
指

摘
（
二
八
八
頁
）
、
第
五
に
こ
の
エ
イ
ダ
等
の
教
員
免
許
試
験
の
成
績

（
二
八
、
二
九
二
頁
）
、
第
六
に
ル
イ
の
手
記
の
引
用
（
二
二
五
、
三

四
〇
頁
）
、
第
七
に
フ
リ
ー
ダ
を
め
ぐ
る
オ
ツ
ト
ー
．
グ
ロ
ス
ら
の

書
簡
の
原
文
の
紹
介
（
三
七
三
－
八
O
頁
）
、
第
八
に
ロ
レ
ン
ス
が
大

学
の
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
詩
．
．
＞
＝
序
雪
ω
け
o
q
ヲ
雪
胃
昌
昌
一
窃

彗
o
目
ω
8
a
ω
．
、
の
復
元
（
四
九
五
－
九
頁
）
、
『
自
い
孔
雀
』
（
§
“

§
ミ
“
き
§
o
象
）
の
初
期
草
稿
『
リ
テ
ィ
シ
ア
』
（
卜
§
ミ
ぎ
）
の
プ

■
ロ
ッ
ト
の
紹
介
（
二
二
九
頁
）
等
が
、
こ
の
薯
作
に
お
け
る
未
公
開

資
料
の
紹
介
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
細
部
に
立
入
れ
ぱ
、
こ
の
他
に

も
初
め
て
明
さ
れ
た
事
実
も
少
な
く
な
い
が
、
中
に
も
ノ
ヅ
テ
ィ
ン

ガ
ム
シ
ャ
ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ニ
フ
ィ
ブ
ラ
リ
の
所
蔵
す
る
イ
ン
タ
ヴ

　
ユ
ー
録
音
を
用
ゐ
た
点
で
、
こ
の
書
物
は
一
九
九
〇
年
出
版
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
宕
苧
睾
竃
毫
①
易
）
の
ロ
レ
ン
ス
伝

と
と
も
に
、
特
に
若
年
期
の
ロ
レ
ン
ス
を
新
た
な
光
で
照
ら
し
出
す

可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
D
・
E
・
ジ
ェ
ラ
ー
ド
（
Ω
雫

胃
o
）
と
い
ふ
、
恐
ら
く
は
同
図
書
館
に
勤
務
し
て
ゐ
た
人
物
に
よ

る
ロ
レ
ン
ス
の
友
人
・
知
已
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
が
数
多
く
残
さ
れ
て

ゐ
る
事
実
を
紹
介
し
た
の
は
、
一
九
八
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
D
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

H
・
ロ
レ
ン
ス
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
で
あ
つ
た
。
こ
の
紹
介
に
よ
り

時
宜
に
適
つ
た
地
道
な
作
業
が
ロ
レ
ン
ス
の
研
究
老
の
利
用
に
供
さ

れ
る
道
が
開
け
た
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
ジ
目
ン
・
ワ
ー
ゼ
ン
に
よ
る
著
作
は
、
従
来

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
見
る
し
か
な
か
つ
た
資
料
や
新
た
に
発
掘
さ

れ
た
資
料
を
全
体
に
亙
つ
て
用
ゐ
た
詳
細
な
初
期
ロ
レ
ン
ス
の
研
究

書
で
あ
る
。
そ
の
資
料
の
総
量
は
、
無
論
画
期
的
な
エ
ド
ワ
ー
ド
．
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ネ
ー
ル
ズ
一
里
奏
婁
①
量
の
三
葉
ら
成
る
資
料
集
と
細

に
は
及
ぱ
ぬ
し
、
か
つ
て
『
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
・
レ
ヴ
ユ
i
』
誌

に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ヨ
ー
ジ
・
J
・
ジ
タ
ル
ク
（
N
旨
彗
鼻
）
編
『
ジ
ェ

シ
ー
・
チ
一
イ
ン
バ
ー
ズ
の
姦
』
に
差
ぱ
な
㌧
一
、
－
ル
．

ド
ゥ
ラ
ヴ
ネ
の
初
期
ロ
レ
ン
ス
研
究
と
拮
抗
す
る
程
度
の
総
量
で
あ

る
が
、
い
づ
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
ゐ
つ
㌧
、
各
々
の
記
述

の
根
拠
を
、
様
々
な
書
物
と
資
料
に
よ
つ
て
確
認
し
た
、
正
当
な
研

　
　
　
　
　
　
　
の
つ
と

究
老
の
心
構
へ
に
則
つ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
の

点
が
、
一
切
注
釈
を
付
さ
な
い
、
そ
れ
故
に
個
々
の
正
当
性
を
確
認

し
よ
う
の
な
か
つ
た
『
愛
の
高
僧
』
と
の
大
き
な
隔
り
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
ジ
目
ン
．
ワ
i
ゼ
ン
の
薯
書
は
、
あ
た
か
も
資
料
を
繋

げ
て
ゆ
け
ぱ
自
然
に
、
若
き
ロ
レ
ン
ス
の
日
々
は
か
く
の
ご
と
く
描

か
れ
る
と
い
ふ
印
象
を
与
へ
る
。
本
文
中
に
示
さ
れ
た
書
簡
集
の
彪

大
な
巻
数
と
頁
数
の
表
示
が
主
と
し
て
そ
の
原
因
で
あ
る
が
、
無
論

そ
れ
は
錆
覚
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
レ
ン
ス
自
身
の
劃
き
残
し
た
文
章
と
、

彼
を
語
つ
た
文
章
の
総
和
は
、
真
実
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
多
い
。
こ

の
著
作
自
体
の
量
と
そ
の
量
と
の
比
較
は
本
来
意
味
を
な
さ
な
い
し
、

そ
の
比
率
を
語
る
適
切
な
比
楡
も
思
ひ
浮
ぱ
な
い
。
肝
要
な
こ
と
は
、

ロ
レ
ン
ス
の
伝
記
執
筆
老
は
、
自
己
自
身
の
生
き
な
か
つ
た
近
代
の

一
時
代
を
語
る
歴
史
家
と
同
じ
立
場
に
立
た
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
。
参
照
で
き
る
「
事
実
」
は
無
数
に
あ
り
、
そ
の
杜
会
は
長
い

過
去
を
引
擢
り
、
し
か
も
確
実
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
そ
の
様
を
描
く

と
き
、
彼
は
結
局
；
く
の
洞
察
の
周
辺
に
「
萎
一
を
配
置
す

る
し
か
な
い
。
或
る
洞
察
は
「
事
実
」
に
よ
つ
て
覆
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
つ
て
ま
た
別
の
洞
察
を
生
み
、
或
る
洞
察
は
自
己
増
殖
し
な
が
ら

他
の
洞
察
を
包
み
込
む
。

　
ジ
目
ン
．
ワ
ー
ぜ
ン
は
十
頁
目
に
、
「
自
伝
小
説
」
と
言
へ
ど
信
じ

る
に
足
り
ぬ
、
と
宣
言
す
る
。
こ
の
正
当
な
洞
察
は
、
二
頁
あ
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
拙

ロ
レ
ン
ス
の
母
の
家
系
を
述
べ
る
件
り
で
怪
し
く
な
る
。
リ
デ
ィ
ア

の
父
方
の
家
系
は
比
較
的
「
裕
福
」
で
あ
つ
た
と
い
ふ
ロ
レ
ン
ス
自

身
の
書
簡
中
の
言
葉
を
本
文
中
に
引
用
し
た
の
ち
、
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル

家
に
は
、
「
昔
、
町
〔
ノ
ヅ
テ
イ
ン
ガ
ム
市
〕
の
豊
か
な
皮
革
業
春
の

な
か
で
も
最
も
豊
ん
で
ゐ
た
」
と
い
ふ
話
が
多
い
と
い
ふ
文
章
が
引

用
符
つ
き
で
続
き
、
し
か
し
彼
ら
は
「
レ
ー
ス
産
業
が
破
減
し
た
と

き
に
零
落
し
た
」
と
い
ふ
ロ
レ
ン
ス
の
書
簡
が
引
か
れ
る
。
中
ほ
ど

の
文
章
の
出
典
は
、
註
に
示
さ
れ
て
、
「
マ
チ
ル
ダ
」
と
呼
ぱ
れ
る
ロ

レ
ン
ス
の
小
説
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
こ
の
作
品
か
ら
長
い
引
用
が

ほ
れ
る
の
は
、
私
の
知
壷
り
こ
の
著
作
が
初
め
て
で
あ
る
が
、

捌
の
場
所
で
も
述
べ
た
や
う
に
、
こ
の
作
品
も
ま
た
『
恋
し
い
息
子

た
ち
』
同
様
、
そ
の
記
述
を
伝
記
的
事
実
と
し
て
信
じ
る
こ
と
の
危

ま
れ
る
「
小
説
」
で
あ
る
。
仮
り
に
さ
う
す
る
の
な
ら
、
私
達
は
ロ

レ
ン
ス
の
母
リ
デ
ィ
ア
の
父
ジ
ヨ
ー
ジ
の
曾
祖
父
は
、
貴
族
の
娘
と

結
婚
し
、
そ
の
息
子
の
代
に
こ
の
一
家
は
皮
革
業
か
ら
紡
績
業
に
転

じ
、
さ
ら
に
一
代
下
つ
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
」
は
醸
造
業
老
の
娘
を
千

ポ
ン
ド
の
持
参
金
と
と
も
に
要
つ
た
、
と
い
ふ
風
に
長
々
と
記
す
こ

と
が
で
き
る
。
さ
す
が
に
ワ
i
ゼ
ン
は
さ
う
す
る
こ
と
は
控
へ
て
、
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こ
の
小
説
の
一
部
分
を
、
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル
家
に
伝
は
る
「
話
」
と
し

て
紹
介
す
る
の
で
あ
る
が
、
ロ
レ
ン
ス
の
母
方
の
先
祖
に
つ
い
て
は
、

ロ
イ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
る
調
査
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
ベ
ス
ト

一
ω
喜
訂
目
零
3
に
ょ
る
ジ
目
ン
ニ
ニ
ー
ト
ン
一
喜
目

雪
亘
に
関
は
る
塾
一
ワ
ー
ぜ
ン
竺
一
れ
を
参
照
し
て
婁

い
や
う
で
あ
る
）
以
上
に
、
確
定
的
な
こ
と
が
何
も
解
つ
て
ゐ
な
い

以
上
、
こ
の
種
の
紛
は
し
い
記
述
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
一
体
調
査
の
行
き
届
か
ぬ
箇
所
を
ロ
レ
ン
ス
の
作
晶
に
よ
つ
て
語

る
こ
と
は
、
従
来
の
ロ
レ
ン
ス
の
研
究
老
の
通
弊
の
如
き
も
の
脈
吻

り
、
そ
の
最
も
著
し
い
例
と
し
て
『
恋
し
い
息
子
、
若
き
ロ
レ
ン
ス
』

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ワ
ー
ゼ
ン
も
ま
た
特
に
フ
リ
ー
ダ
と

の
ド
イ
ツ
逃
避
行
以
降
、
『
ミ
ス
タ
ー
・
ヌ
ー
ン
』
（
ミ
、
き
§
）
を

少
し
く
援
用
し
す
ぎ
る
嫌
ひ
が
あ
る
。
こ
の
小
説
の
起
筆
時
期
は
、

一
九
二
〇
雲
月
以
降
、
フ
リ
、
ダ
と
の
関
係
に
題
鍍
得
た
部
分

は
、
一
九
二
一
年
二
月
以
降
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
現

実
の
出
来
事
と
小
説
執
筆
と
の
間
に
は
九
年
近
い
隔
り
が
あ
り
、
こ

の
間
に
は
無
論
フ
リ
ー
ダ
と
の
関
係
自
体
が
変
質
し
て
ゐ
る
。
ロ
レ

ン
ス
の
大
学
時
代
を
『
虹
』
（
§
“
　
完
亀
ぎ
ぎ
§
）
の
ア
ー
シ
ュ
ラ

（
o
易
邑
印
）
の
そ
れ
に
よ
つ
て
語
る
こ
と
と
同
じ
く
（
一
八
一
－
二

頁
）
、
不
適
切
か
つ
危
険
な
こ
と
と
思
は
れ
る
。

　
こ
の
程
度
の
こ
と
は
着
過
し
得
る
些
細
な
こ
と
で
し
か
な
い
。
肝

腎
な
点
は
第
一
に
、
ロ
レ
ン
ス
と
母
親
と
の
関
係
に
つ
い
て
ワ
ー
セ

ン
が
又
し
て
も
「
ロ
レ
ン
ス
神
話
」
を
な
ぞ
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で

あ
る
。
七
歳
ま
で
の
ロ
レ
ン
ス
と
そ
の
両
親
を
扱
ふ
第
二
章
で
、
ワ

ー
ぜ
ン
は
早
く
も
、
夫
に
対
す
る
リ
デ
ィ
ア
の
性
的
な
反
擬
と
嫌
悪

感
が
父
親
に
対
す
る
ロ
レ
ン
ス
の
憎
悪
と
反
擾
に
対
応
し
て
ゐ
る
と

書
く
。
一
九
一
一
年
十
一
月
十
六
日
（
消
印
）
の
ロ
レ
ン
ス
の
書
簡

中
の
父
親
に
対
す
る
愛
情
を
表
明
し
た
言
葉
を
引
用
し
て
、
そ
れ
が

「
事
実
上
」
（
．
．
勺
冨
9
畠
ξ
、
）
二
十
六
年
間
の
う
ち
で
最
初
の
父
親

へ
の
「
同
情
」
（
．
．
｛
竺
O
手
｛
9
－
ぎ
町
q
、
、
）
の
印
で
あ
り
、
「
恐
ら
く
」
母

親
の
死
の
翌
年
か
ら
、
父
親
へ
の
憎
し
み
を
克
服
す
る
過
程
が
始
つ

た
と
述
べ
る
（
六
〇
頁
）
。
こ
の
段
階
で
二
十
六
歳
ま
で
の
ロ
レ
ン

ス
を
一
色
に
塗
り
つ
ぷ
す
こ
と
は
好
し
く
な
い
し
、
「
事
実
上
」
と
い

ふ
や
う
な
言
葉
の
用
ゐ
方
に
は
心
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
に
せ

よ
こ
の
や
う
に
言
明
す
る
二
と
は
、
鮮
明
な
一
つ
の
見
解
を
打
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牡
い
胡
L

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
る
ほ
ど
父
親
を
蔑
ろ
に
す
る
ロ
レ
ン
ス
を

回
想
し
た
友
人
・
知
己
の
文
章
に
は
事
欠
か
ぬ
が
、
逆
に
父
親
へ
の

愛
情
を
明
か
す
挿
話
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
父
親
の
た
め
に
茸
を

探
し
、
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
ズ
家
の
息
子
た
ち
と
こ
れ
を
奪
ひ
合
つ
た
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
イ
ト

と
、
「
お
母
さ
ん
の
た
め
に
お
父
さ
ん
を
嫌
は
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語

汽
㌣
一
ギ
一
籔
膏
㍗
仲
三
ジ

に
よ
る
こ
れ
ら
の
回
想
文
を
、
然
る
べ
き
箇
所
に
引
用
す
る
二
と
に

よ
つ
て
ロ
レ
ン
ス
の
像
は
随
分
と
変
る
筈
で
あ
る
が
、
ワ
ー
ぜ
ン
は

ダ
ン
ス
の
巧
み
な
ア
ー
サ
ー
・
ロ
レ
ン
ス
に
関
連
し
て
、
注
の
な
か
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で
後
老
を
採
り
上
げ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
ロ
レ
ン
ス
の
態
度
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
を
し
な
い
（
五
＝
一
頁
）
。

　
ア
ー
サ
ー
が
家
人
に
暴
力
を
振
ふ
や
う
な
男
で
な
く
、
逆
に
優
し

い
心
の
持
主
で
あ
つ
た
こ
と
は
力
説
さ
れ
る
も
の
㌧
、
リ
デ
ィ
ア
の

係
累
と
人
と
な
り
、
ロ
レ
ン
ス
と
彼
女
の
関
係
は
、
不
確
か
な
「
ロ

レ
ン
ス
神
話
」
を
継
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
冒
頭
頁
で
、

ワ
ー
ゼ
ン
は
乳
母
車
に
乗
せ
ら
れ
た
嬰
児
ロ
レ
ン
ス
の
写
真
に
触
れ
、

そ
の
素
晴
し
い
衣
服
は
「
多
分
リ
デ
ィ
ア
・
ロ
レ
ン
ス
の
豊
か
な
姉

妹
に
よ
つ
て
提
供
さ
れ
た
」
と
何
の
根
拠
も
示
さ
ず
に
述
べ
る
。
さ

ら
に
一
八
九
九
年
十
一
月
ま
で
に
、
中
古
ピ
ア
ノ
の
購
入
代
金
と
し

て
六
ポ
ン
ド
が
支
払
わ
れ
た
事
実
を
記
す
ワ
ー
ぜ
ン
は
、
そ
の
脚
注

（
三
九
頁
）
に
、
一
八
九
六
年
二
月
、
リ
デ
ィ
ア
が
十
ポ
ン
ド
の
株
券

を
購
入
し
た
こ
と
、
同
年
十
二
月
に
彼
女
の
妹
の
エ
イ
ダ
が
「
比
較

　
　
プ
　
ロ
　
ス
　
ペ
　
ラ
　
ユ

的
」
羽
振
り
の
よ
い
フ
リ
ヅ
ッ
・
ク
レ
ン
］
ウ
（
宰
ま
穴
冨
寿
O
考
）

と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
こ
と
、
当
該
株
券
は
、
彼
女
の
姪

の
エ
セ
ル
（
卑
箒
－
）
の
夫
と
な
る
マ
ツ
ク
ス
・
ハ
ン
ガ
ー
（
竃
買

＝
昌
①
q
。
、
）
の
関
連
会
杜
の
株
券
で
あ
つ
た
か
も
知
仇
ぬ
こ
と
、
一
八

九
六
年
二
月
に
は
、
彼
女
は
「
多
分
」
長
男
を
軍
隊
か
ら
受
け
出
す

た
め
に
貯
金
を
し
て
を
り
（
同
年
十
一
月
、
そ
の
た
め
に
十
八
ポ
ン

ド
が
支
出
さ
れ
た
）
、
株
券
購
入
は
そ
の
金
銭
を
「
安
全
に
確
保
」
し

て
お
く
た
め
の
も
の
で
あ
つ
た
、
等
々
と
記
す
の
で
あ
る
。
長
男
ジ

ヨ
ー
ジ
の
軍
隊
か
ら
の
受
け
出
し
の
件
は
、
す
で
に
ロ
イ
・
ス
ペ
ン

サ
ー
が
発
掘
し
た
事
実
で
あ
る
が
（
二
十
頁
）
、
中
古
ピ
ア
ノ
と
株
券

に
関
る
事
実
は
興
味
深
い
新
資
料
で
あ
る
。
ワ
ー
ぜ
ン
が
こ
れ
を
、

リ
デ
ィ
ア
の
弟
妹
の
裕
福
さ
に
結
ぴ
つ
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
・

同
じ
脚
注
に
、
株
券
購
入
代
金
は
、
「
注
意
深
い
貯
畜
と
い
ふ
よ
り
突

然
の
恩
寵
（
、
．
奉
ぎ
ミ
竺
．
，
）
」
と
い
ふ
「
印
象
を
与
へ
る
」
（
．
．
ω
長
－

○
目
窃
↓
．
．
）
と
書
い
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
、
或
い
は
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル
家
の

娘
達
が
殆
ん
ど
皆
結
婚
し
て
裕
福
に
な
つ
た
と
い
ふ
書
き
方
が
し
て

あ
る
一
一
七
頁
一
こ
圭
ら
畠
白
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
；
く

を
問
題
に
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
目
下
の
と
こ

ろ
婚
姻
証
明
書
の
記
載
事
項
以
外
に
は
確
認
す
る
資
料
の
な
い
不
確

か
な
情
報
に
す
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
一
八
八
○
年
初
め
に
リ
デ
ィ
が
金

銭
と
子
供
達
の
衣
服
の
援
助
を
受
け
て
ゐ
た
の
は
「
ほ
ぽ
確
実
に
」

リ
デ
ィ
ア
の
妹
の
ネ
リ
i
で
あ
る
（
一
七
頁
）
と
書
か
れ
る
重
大
な

文
章
の
根
拠
は
示
さ
れ
な
い
し
、
一
八
七
七
年
に
結
婚
し
た
ネ
リ
ー

の
結
婚
相
手
が
最
初
、
奏
彗
9
o
易
⑦
昌
彗
二
で
あ
つ
た
も
の
㌧
、
「
の

ち
に
レ
ー
ス
エ
場
主
」
に
な
つ
た
（
一
七
頁
）
と
い
ふ
そ
の
時
期
も

明
示
さ
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
一
八
七
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
十
七
歳
の
リ
デ

ィ
ア
〔
ロ
レ
ン
ス
の
母
〕
と
十
六
歳
の
エ
レ
ン
〔
ネ
リ
ー
の
こ
と
〕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
回
－
ア
■

十
四
歳
の
レ
テ
ィ
ス
〔
エ
イ
ダ
〕
は
「
レ
ー
ス
糸
抜
人
」
と
し
て
働

き
、
十
年
後
の
一
八
八
一
年
に
も
、
五
十
二
歳
の
リ
デ
ィ
ア
〔
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ヴ
イ
ス

ン
ス
の
祖
母
〕
は
「
家
政
婦
」
と
し
て
、
二
十
四
歳
の
レ
テ
ィ
ス
以

下
十
三
歳
の
エ
イ
ダ
・
ロ
ウ
ズ
ま
で
四
人
の
子
供
達
が
工
員
と
し
て

働
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
㌧
で
生
じ
る
疑
問
は
、
も
し
ネ
リ
ー
が
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一
八
七
七
年
に
裕
福
な
男
性
と
結
婚
し
、
一
八
八
○
年
代
の
初
め
に

ロ
レ
ン
ス
家
に
金
銭
と
子
供
服
の
援
助
を
し
て
ゐ
た
の
が
「
ほ
ぼ
確

実
」
な
の
で
あ
れ
ぱ
、
何
故
彼
女
の
五
十
二
歳
の
母
親
や
十
三
歳
の

妹
が
、
一
八
八
一
年
に
も
僅
少
な
俸
給
を
貰
つ
て
働
か
ね
ぱ
な
ら
な

か
つ
た
か
と
い
ふ
疑
問
で
あ
る
。
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』
第
一
章
、
第

九
章
の
記
述
か
ら
も
想
像
で
き
る
や
う
に
、
結
婚
の
た
め
に
は
花
嫁

の
側
か
ら
の
支
出
も
不
可
避
と
な
る
。
一
体
ネ
リ
ー
は
、
こ
の
支
度

金
を
ど
こ
か
ら
得
た
か
1
。

　
こ
㌧
で
発
想
を
逆
転
す
れ
ば
、
一
八
七
五
年
十
二
月
に
リ
デ
ィ
ア

自
身
が
豊
か
な
「
採
炭
請
負
人
」
す
な
わ
ち
ア
ー
サ
ー
．
ロ
レ
ン
ス

と
結
婚
し
た
か
ら
こ
そ
、
二
年
後
に
妹
の
ネ
リ
ー
は
人
並
み
の
結
婚

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
へ
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
同
様

に
末
の
妹
エ
イ
ダ
・
ロ
ウ
ズ
の
一
八
九
六
年
十
二
月
二
十
六
日
の
結

婚
に
つ
い
て
も
、
彼
女
の
結
婚
に
際
し
て
「
突
然
の
恩
寵
↓
ψ
ご
と

く
ロ
レ
ン
ス
家
に
大
金
が
転
り
込
ん
だ
か
ら
一
八
九
六
年
二
月
に
リ

デ
ィ
ア
は
十
ポ
ン
ド
の
株
券
を
購
入
し
、
十
一
月
に
十
八
ポ
ン
ド
を

支
払
つ
て
長
男
を
受
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
く
、
ロ
レ
ン

ス
家
に
そ
の
や
う
な
蚊
入
が
入
る
時
期
だ
つ
た
か
ら
こ
そ
エ
イ
タ
．

ロ
ウ
ズ
は
結
婚
で
き
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
体
、
娘
の

婚
姻
証
明
書
に
全
て
「
技
師
」
と
い
ふ
虚
偽
の
職
種
を
載
せ
る
ジ
目

ー
ジ
・
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル
と
、
年
齢
を
五
歳
若
く
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
た
エ
イ
ダ
・
ロ
ー
ズ
が
－
因
み
に
ワ
ー
ぜ
ン
が
、
「
二

十
八
歳
の
エ
イ
ダ
が
二
十
四
歳
の
や
う
に
見
せ
」
（
十
七
頁
）
と
書
い

て
ゐ
る
の
は
、
前
述
し
た
理
由
に
よ
り
誤
り
で
あ
り
、
彼
女
は
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
手
午
シ
ト

ニ
十
九
歳
だ
つ
た
－
二
十
五
歳
の
「
商
人
」
で
あ
る
ク
レ
ン
コ

ウ
に
、
私
の
家
は
貧
し
い
か
ら
と
持
ち
か
け
て
、
結
婚
式
の
十
ヵ
月

前
か
ら
前
月
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
十
八
ポ
ン
ド
の
援
助
を
受
け
る

こ
と
な
ど
想
像
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
結
婚
後
の
援
助
に
つ
い
て
も

概
ね
英
国
の
家
計
は
男
性
の
意
の
ま
㌧
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ

る
。　

こ
れ
ら
は
無
論
私
の
臆
測
で
あ
り
、
単
に
金
銭
の
問
題
で
し
か
な

い
が
、
リ
デ
ィ
ア
の
「
裕
福
な
」
姉
妹
に
よ
る
ロ
レ
ン
ス
家
へ
の
援

助
と
い
ふ
風
説
は
、
ビ
ア
ド
ゥ
ス
ル
家
の
「
由
緒
あ
る
」
家
系
と
と

も
に
、
恐
ら
く
リ
デ
ィ
ア
自
身
に
発
生
源
を
も
つ
「
神
話
」
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
構
成
要
素
を
な
し
て
を
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
、
一
種
高
潔
で
知

的
な
彼
女
の
人
と
な
り
と
、
母
親
と
の
絆
に
縛
ら
れ
た
息
子
と
い
ふ

別
の
局
面
に
発
展
し
て
ゆ
く
。
ワ
ー
ゼ
ン
が
リ
デ
ィ
ア
の
も
の
と
思

し
き
詩
を
発
見
し
た
の
は
、
そ
の
や
う
な
執
念
の
産
物
か
も
し
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ペ
ケ
｛
ヲ
ル

い
が
、
彼
女
の
人
と
な
り
を
言
ふ
ワ
ー
ゼ
ン
は
、
「
位
派
で
、
い
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
レ
ザ
　
ン
ト
　
　
リ
ス
ト
レ
イ
ン
ト

黒
い
服
を
着
、
『
小
柄
で
、
感
じ
が
よ
く
、
控
へ
目
な
』
」
と
い
ふ
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ホ
プ
キ
ン
（
＝
暑
ζ
箏
）
の
言
葉
を
ま
づ
引
用
し
（
五

　
　
　
　
　
　
　
リ
廿
ー
ウ
ド

頁
）
、
「
物
静
か
で
控
へ
目
な
淑
女
の
や
う
な
」
本
性
と
い
ふ
ロ
レ
ン

ス
の
妹
エ
イ
ダ
の
言
葉
に
頼
り
（
一
五
頁
）
、
以
降
一
貫
し
て
、
俗
事

に
超
越
し
、
黙
々
と
何
か
に
耐
へ
る
や
う
な
女
性
と
し
て
の
リ
デ
ィ

ア
を
印
象
づ
け
る
。
さ
ら
に
念
を
押
す
や
う
に
、
巻
末
に
ロ
レ
ン
ス
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自
身
に
よ
る
自
伝
的
文
章
を
列
挙
し
、
晩
年
の
文
章
が
事
実
に
反
す

る
と
い
ふ
そ
れ
自
体
は
概
ね
正
し
い
評
言
を
記
す
序
で
に
、
母
親
を

「
俗
物
」
と
呼
ん
だ
ロ
レ
ン
ス
の
言
葉
を
も
帳
消
し
に
し
て
し
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
テ
イ
ン
グ
■
オ
ソ

こ
の
立
場
は
、
普
通
リ
デ
ィ
ア
の
特
性
と
さ
れ
る
「
成
　
功
」
な
い

し
「
階
級
上
昇
」
志
向
を
当
時
の
「
何
千
も
の
労
働
老
階
級
の
女
性
」

の
ゴ
ー
ル
で
あ
つ
た
と
し
、
「
生
協
婦
人
組
合
」
で
推
奨
さ
れ
た
こ
と

だ
と
一
般
化
す
る
と
二
ろ
に
美
れ
て
ゐ
る
一
七
責
一
。
後
璽
、

ロ
レ
ン
ス
の
長
兄
の
長
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
i
ネ
ス
ト
に
よ
れ
ぱ
、

「
学
校
の
教
師
や
医
老
や
そ
の
妻
」
の
団
体
で
、
「
杜
会
主
義
」
な
ど

眼
中
に
な
か
つ
た
リ
デ
ィ
ア
が
「
自
分
の
エ
ゴ
」
の
た
め
に
運
営
し

た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ワ
ー
ぜ
ン
の
一
般
化
は
間
違
ひ
と
も
言
へ
な

い
が
、
前
老
は
容
易
に
は
首
肯
し
が
た
い
。
と
い
ふ
の
も
、
ロ
レ
ン

ス
と
一
緒
に
ノ
ヅ
テ
ィ
ン
ガ
ム
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
奨
学
生
試
験
の

勉
強
を
一
さ
せ
ら
れ
た
牢
、
サ
、
ニ
ァ
ン
プ
ル
マ
ン
一
。
。
亭

旦
①
昌
彗
）
の
回
想
に
よ
れ
ぱ
、
彼
も
そ
の
母
親
も
、
ボ
ヴ
ェ
イ
ル
小

学
校
（
■
畠
…
巴
①
ω
9
8
一
）
の
校
長
か
ら
受
験
勉
強
の
話
を
も
ち

か
け
ら
れ
た
と
き
何
の
こ
と
か
解
ら
集
つ
た
と
蜜
し
、
同
じ
級

友
の
J
・
C
・
P
ニ
ア
イ
ラ
i
（
↓
毫
一
昌
）
の
回
想
に
よ
つ
て
も
、

試
験
に
落
ち
た
テ
ン
プ
ル
マ
ン
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
小
学
校
校
長

と
リ
デ
ィ
ア
の
都
合
で
、
ロ
レ
ン
ス
と
一
緒
に
望
み
も
し
な
い
受
験

勉
強
を
さ
せ
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
リ
デ
ィ
ア
は
多
弁
で
は
な
か
つ
た
が
、
メ
イ
・
チ
ェ
イ

ン
バ
ー
ズ
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
ズ
、
ジ
目
ー
ジ
・
ネ
ヴ

イ
ル
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
レ
ン
ス
等
の
回
想
に
見
る

限
り
、
晴
分
と
辛
辣
で
、
づ
け
く
物
を
言
ふ
女
砦
つ
た
。
他
人

の
感
情
な
ど
付
度
せ
ず
に
、
ま
づ
自
己
を
優
先
さ
せ
る
や
う
な
女
性

で
あ
り
、
息
子
に
対
す
る
愛
情
に
も
多
分
に
利
己
的
な
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
ワ
ー
ゼ
ン
が
印
象
づ
け
る
女
性
と
も
、
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』

の
母
親
と
も
本
質
的
に
異
な
つ
た
女
性
で
あ
り
、
；
冒
で
言
へ
ぱ

「
俗
な
」
人
問
で
あ
る
。
従
つ
て
ワ
ー
ゼ
ン
が
、
彼
女
は
「
深
い
信
仰

を
抱
い
た
」
人
間
で
あ
つ
た
と
い
ふ
エ
イ
ダ
の
感
想
を
引
周
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
キ
ユ
ラ
リ
ー

と
も
、
一
九
〇
一
年
に
次
男
が
死
ぬ
ま
で
、
「
規
則
的
に
」
讃
美
歌
を

ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
歌
つ
て
ゐ
た
、
と
書
く
こ
と
も
（
一
八
頁
）
、
特
殊

萱
方
に
基
く
リ
デ
イ
姦
で
し
か
な
い
。
一
イ
ダ
自
身
、
母
親
に

似
て
卑
俗
な
女
性
で
あ
つ
た
か
ら
、
彼
女
の
回
想
を
鵜
呑
み
に
す
る

こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
そ
も
く
リ
デ
ィ
ア
に
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た

の
か
ど
う
か
　
　
。
も
し
「
規
則
的
に
」
ビ
ア
ノ
を
弾
き
讃
美
歌
を

歌
つ
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
い
つ
か
誰
か
が
目
撃
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る

が
、
エ
イ
ダ
の
回
想
記
に
も
母
親
が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
場
面
は
現
れ
な

い
し
、
他
の
回
想
記
や
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
も
ま
た
さ
う
で
あ
る
。
ス
ラ

ム
街
に
生
れ
、
ア
i
サ
ー
と
結
婚
す
る
迄
、
謂
は
ぱ
最
低
の
生
活
水

準
を
強
ひ
ら
れ
た
リ
デ
ィ
ア
に
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
と
は
考
へ
難
い
し
、

彼
女
が
自
ら
教
へ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
娘
二
人
を
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

ト
嬢
（
冒
冨
峯
『
尉
津
）
の
も
と
に
通
は
せ
て
ピ
ア
ノ
を
習
は
せ
た

と
考
へ
る
の
が
理
に
適
つ
て
ゐ
る
。
ワ
ー
ゼ
ン
自
身
注
記
し
た
ご
と

く
（
五
一
七
頁
）
、
『
白
い
孔
雀
』
で
母
親
が
ビ
ァ
ノ
を
弾
い
た
と
言
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つ
て
レ
テ
ィ
が
空
警
す
る
竈
と
・
・
ピ
ア
ノ
一
と
題
さ
れ
麺
だ

け
が
、
ロ
レ
ン
ス
の
母
親
に
ビ
ア
ノ
が
弾
け
た
か
も
知
れ
な
い
と
思

は
せ
る
薄
弱
な
根
拠
な
の
で
あ
る
。

　
リ
デ
ィ
ア
の
人
柄
は
、
ロ
レ
ン
ス
の
彼
女
に
対
す
る
関
係
を
左
右

す
る
。
薄
幸
で
「
控
へ
目
な
」
信
仰
深
い
女
性
を
母
親
に
も
つ
感
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
が
ら
凸

性
豊
か
な
若
老
の
感
情
が
つ
ね
に
母
親
と
の
棚
に
堰
止
め
ら
れ
る
の

は
自
然
の
勢
ひ
で
あ
る
。
事
実
は
さ
う
で
な
か
つ
た
か
ら
、
ロ
レ
ン

ス
の
若
年
期
は
通
説
よ
り
も
ず
つ
と
明
朗
か
つ
快
活
で
あ
つ
た
が
、

ワ
ー
ぜ
ン
に
は
、
快
々
と
し
て
楽
し
ま
ぬ
、
あ
た
か
も
『
自
い
孔
雀
』

の
話
り
手
シ
リ
ル
の
や
う
な
ロ
レ
ン
ス
像
を
描
く
傾
き
が
あ
る
。
な

る
ほ
ど
ロ
レ
ン
ス
の
類
ひ
稀
な
透
視
力
や
叡
智
が
母
親
の
家
系
に
由

来
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
シ
リ
ル
に
特
徴
的
な
一
歩
退
い

て
人
事
を
観
察
す
る
態
度
が
一
体
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
を
指
摘
す
る

こ
と
は
、
ロ
レ
ン
ス
を
語
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
、

母
親
の
性
格
と
生
活
態
度
の
遺
伝
な
い
し
は
反
映
と
し
て
説
明
す
る

（
一
一
九
、
一
四
五
、
一
五
〇
頁
）
の
は
事
実
に
反
す
る
。
様
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
イ
ス

人
々
の
回
想
か
ら
浮
上
つ
て
く
る
リ
デ
ィ
ア
は
、
自
分
の
「
居
所
と

共
同
体
の
外
部
」
に
あ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
「
距
離
を
置
き
」
、
そ
れ
ら

を
「
観
察
」
す
る
や
う
運
命
づ
け
ら
れ
た
人
物
で
は
な
い
。
自
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
エ
ア
ネ
ス

現
に
ゐ
る
「
世
界
の
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
」
「
自
己
意
識
の
痛

み
」
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
の
は
、
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』
の
主
人
公
ガ
ー

ト
ル
ー
ド
・
モ
レ
ル
で
は
あ
つ
て
も
リ
デ
ィ
ア
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

さ
う
い
ふ
女
性
が
「
ロ
レ
ン
ス
神
話
」
と
し
て
流
布
し
た
自
己
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

理
㍑
㌶
賞
雛
蝸
域
れ
雛
該
ゲ

た
夫
が
締
め
出
し
た
た
め
に
戸
外
で
夜
を
明
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

雛
狂
鎚
賢
裁
れ
㌶
一

息
子
の
身
勝
手
を
か
き
く
ど
く
や
う
な
こ
と
を
す
る
で
あ
ら
う
か
？

ロ
レ
ン
ス
を
創
作
に
追
ひ
や
つ
た
の
は
、
一
つ
に
は
か
う
い
ふ
俗
な

母
親
を
高
潔
で
恵
れ
な
い
母
親
と
思
ひ
込
ま
さ
れ
て
育
つ
た
少
年
期
．

と
、
そ
の
母
親
の
た
め
に
父
親
と
父
親
の
帰
属
す
る
階
級
に
背
を
向

け
、
「
彼
女
の
」
階
級
上
昇
の
夢
を
果
す
役
割
を
負
は
さ
れ
た
青
年
期

の
記
憶
が
、
彼
自
身
の
な
か
の
父
親
譲
り
の
温
か
い
本
性
と
衝
突
し

た
か
ら
で
あ
る
。
当
然
に
も
鈷
、
六
歳
の
ロ
レ
ン
ス
は
、
母
親
を

批
判
す
る
言
葉
を
口
に
し
始
め
る
。
さ
う
で
な
い
や
う
な
鈍
感
な
ロ

レ
ン
ス
の
伝
記
な
ど
私
ら
に
は
無
用
の
長
物
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ

る
が
、
ワ
ー
ぜ
ン
は
そ
れ
に
も
触
れ
な
い
し
、
十
六
歳
の
冬
、
肺
炎

の
た
め
生
死
の
境
を
妨
僅
つ
た
時
期
に
、
護
妄
状
態
の
ロ
レ
ン
ス
が

母
親
と
彼
の
家
族
に
対
し
て
ど
ん
な
振
舞
ひ
に
及
ん
だ
か
と
い
ふ
、

実
に
興
味
深
い
ネ
ヴ
ィ
ル
の
臨
を
嘉
り
上
げ
な
㌧

　
そ
れ
は
し
か
し
、
ワ
ー
ぜ
ン
の
伝
記
に
お
け
る
不
作
為
に
よ
る
欠

如
部
分
で
し
か
な
い
。
彼
が
積
極
的
に
述
べ
た
新
説
と
し
て
は
、
一

つ
に
は
、
叔
父
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
レ
ン
ス
に
よ
る
息
子
殺
害
の
事
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件
が
「
。
殺
人
者
の
甥
」
と
し
て
の
汚
名
を
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
ロ

レ
ン
ス
に
着
せ
、
そ
の
た
め
に
ロ
レ
ン
ス
の
成
績
が
急
降
下
し
た
と

い
ふ
推
説
、
二
つ
に
は
、
ダ
ツ
ク
ス
夫
人
と
の
初
め
て
の
性
体
験
を

一
九
一
一
年
に
繰
下
げ
た
こ
と
が
ま
づ
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
も
既

に
述
べ
た
ロ
レ
ン
ス
観
の
帰
結
で
あ
る
が
、
前
老
に
関
し
て
は
、
仮

に
ロ
イ
．
ス
ペ
ン
サ
ー
が
一
九
八
○
年
に
初
め
て
紹
介
し
た
ウ
ォ
ル

タ
ー
．
モ
レ
ル
家
の
「
事
故
」
が
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
評
判
と
な
つ

て
ロ
レ
ン
ス
の
勉
学
意
欲
を
萎
え
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
事
件
で
あ
れ
ぱ
、

同
じ
学
校
に
通
つ
た
ネ
ヴ
ィ
ル
を
含
め
、
友
人
・
知
人
な
ど
の
回
想

に
現
れ
な
い
こ
と
が
不
可
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
ロ
イ
・
ス
ペ
ン

サ
i
が
調
査
し
た
同
校
に
於
る
イ
i
ス
ト
ウ
ヅ
ド
か
ら
出
た
初
の
奨

学
生
ロ
ー
レ
ン
ス
．
ワ
イ
ル
ド
（
事
＜
5
）
の
成
績
に
照
し
て
も
、
近

代
語
六
年
の
競
争
が
激
し
か
つ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
（
三

一
頁
）
。
こ
れ
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
指
摘
す
る
リ
デ
ィ
ア
の
息
子
に

対
す
る
期
待
限
度
と
い
ふ
要
素
（
三
二
頁
）
を
加
へ
れ
ば
、
最
終
学

賃
㍍
熊
舞
㌶
請
鷺
蝸
一
パ
舞

　
第
二
の
点
は
、
母
親
の
生
前
に
も
イ
ー
ス
ト
ウ
ヅ
ド
で
評
判
の
女

権
拡
張
論
考
と
性
的
交
り
を
も
つ
ほ
ど
に
、
ロ
レ
ン
ス
は
大
胆
で
あ

つ
た
か
否
か
と
い
ふ
問
題
に
係
は
る
。
リ
デ
ィ
ア
は
、
ロ
レ
ン
ス
が

型
破
り
の
杜
会
主
義
老
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
プ
キ
ン
（
＝
o
具
ぎ
）
と
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
3
）

密
に
な
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
ア
リ
ス
・
ダ
ヅ
ク
ス
は
そ
の
ホ
プ

キ
ン
さ
へ
た
ぢ
ろ
が
せ
る
や
う
な
女
性
で
あ
つ
た
か
ら
、
リ
デ
ィ
ア

の
生
前
に
ロ
レ
ン
ス
が
こ
の
女
性
と
交
渉
を
も
つ
た
と
な
れ
ぱ
、
母

親
大
事
の
ロ
レ
ン
ス
像
は
壊
れ
始
め
る
。
恐
ら
く
は
そ
の
た
め
に
、

ワ
ー
ゼ
ン
は
二
人
の
関
係
が
、
リ
デ
ィ
ア
の
死
ん
だ
翌
年
の
一
九
一

一
年
夏
に
始
ま
つ
た
と
推
定
し
（
一
一
二
九
頁
）
、
ロ
レ
ン
ス
に
と
つ
て

の
最
初
の
女
性
は
ジ
ェ
シ
ー
で
あ
つ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
イ
ー

ス
ト
ウ
ヅ
ド
の
あ
る
既
婚
女
性
」
に
よ
つ
て
初
め
て
女
性
を
知
つ
た

と
い
ふ
通
説
を
覆
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
通
説
の
根
拠
と
な
つ
て
ゐ

る
の
は
、
ロ
レ
ン
ス
の
女
性
関
係
に
関
す
る
最
も
信
頼
で
き
る
友
人

ネ
ヴ
ィ
ル
の
一
塾
で
あ
り
・
当
該
女
簑
ダ
ッ
ク
ス
夫
人
で
妻
こ

と
に
ま
づ
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
ワ
ー
ゼ
ン
は
、
一
九
一
〇
年
三
月

末
、
ジ
ェ
シ
ー
が
ク
ロ
イ
ド
ン
の
ロ
レ
ン
ス
の
下
宿
に
来
た
時
期
に

ロ
レ
ン
ス
は
初
め
て
女
性
を
知
つ
た
と
灰
か
す
が
（
二
五
一
頁
）
、
さ

う
で
あ
れ
ぱ
何
故
こ
の
直
後
に
ダ
ヅ
ク
ス
夫
人
が
ロ
ン
ド
ン
に
現
れ
、

恐
ら
く
は
ロ
レ
ン
ス
と
同
じ
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
、
ロ
レ
ン
ス
が
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
シ
フ
ニ
イ
ス
フ
ル

㌧
、
に
宛
て
、
一
危
ふ
く
鐘
奮
り
；
に
奪
た
・
と
婁
ね

は
な
ら
な
い
事
態
が
出
来
し
た
か
が
説
明
で
き
な
い
。
二
人
の
問
に

は
す
で
に
性
的
関
係
が
あ
つ
た
と
想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
一

九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
i
ズ
に
よ
る
伝
記

は
そ
れ
を
一
九
〇
八
年
の
前
半
養
・
ド
ゥ
ラ
ヴ
ネ
は
少
な
く
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
〕

一
九
一
〇
年
夏
以
前
と
推
定
す
る
。

　
私
は
一
九
〇
九
年
八
月
頃
と
考
へ
る
が
、
無
論
こ
㌧
は
そ
の
く
だ

く
し
い
推
論
に
つ
い
て
記
す
場
所
で
は
な
い
し
、
そ
も
く
事
柄

の
性
質
上
正
確
な
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
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し
ワ
ー
ぜ
ン
の
推
説
が
、
一
九
一
〇
年
夏
と
す
る
キ
ー
ス
．
セ
イ
カ

似
識
を
さ
ら
に
遅
く
し
一
母
親
の
死
後
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ツ
ド
で
は
な

く
シ
ャ
イ
ア
ブ
ル
ッ
ク
（
ω
巨
鳥
耳
o
昆
）
で
の
出
来
事
と
推
定
す
る

点
で
、
特
徴
的
な
説
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

　
ワ
ー
ゼ
ン
に
よ
る
伝
記
は
、
リ
デ
ィ
ア
の
死
を
扱
ふ
と
き
に
地
肌

を
露
は
に
す
る
。
ム
ア
の
紹
介
し
た
ロ
レ
ン
ス
と
エ
イ
ダ
に
よ
る
安

楽
死
説
は
、
こ
れ
を
肯
ふ
か
否
か
に
よ
り
半
ば
そ
の
ロ
レ
ン
ス
伝
の

性
格
が
決
ま
る
試
金
石
に
他
な
ら
な
い
が
、
ワ
ー
ゼ
ン
は
肝
腎
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
た
、

の
場
面
を
一
刷
毛
で
描
く
。
着
病
の
傍
、
ロ
レ
ン
ス
が
認
め
た
オ
イ

デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
の
表
白
例
の
如
き
手
紙
の
一
節
を
幾

つ
か
引
用
し
た
あ
と
、
し
か
し
今
ロ
レ
ン
ス
が
リ
デ
ィ
ア
に
望
む
二

と
は
死
ぬ
こ
と
だ
け
で
あ
つ
た
と
云
ひ
、
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』
の
ポ

ー
一
か
・
恥
い
か
は
、
医
師
に
臨
終
を
早
め
る
や
う
頼
ん
で
断
ら
れ

た
㌧
め
自
分
自
身
の
手
で
事
を
処
し
た
と
書
き
、
続
け
て
、
一
九
一

三
年
十
二
月
に
、
ロ
レ
ン
ス
は
、
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』
の
記
述
に
違

は
ず
、
彼
と
妹
が
催
眠
薬
を
規
定
量
以
上
に
与
へ
た
と
述
べ
、
リ
デ

ィ
ア
は
翌
日
に
死
ん
だ
と
引
取
る
の
で
あ
る
（
二
七
二
－
三
頁
）
。

　
キ
ー
ス
・
セ
イ
ガ
で
さ
へ
安
楽
死
説
を
採
用
し
、
ロ
レ
ン
ス
と
妹

は
母
親
の
無
益
な
で
で
耐
一
ら
れ
ず
ミ
ル
ク
の
中
に
窮
ヒ
ネ

を
入
れ
、
母
親
は
三
日
後
に
死
ん
だ
、
と
事
も
な
げ
に
箸
い
た
か
ら
、

こ
の
説
自
体
は
奇
と
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
一
九
八
○
年
に

出
版
さ
れ
た
セ
イ
ガ
の
ロ
レ
ン
ス
伝
は
、
想
像
す
る
に
出
版
杜
の
企

画
に
限
界
を
も
つ
「
写
真
集
」
で
あ
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ジ
犬
学
出
版

局
の
詳
細
な
伝
記
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
十
分
な
紙
幅
を
与
へ
ら

れ
た
ワ
ー
ゼ
ン
が
、
こ
の
間
題
を
素
通
り
し
て
了
ふ
の
は
一
体
ど
う

い
ふ
訳
な
の
か
？

　
一
九
九
〇
年
に
出
た
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
ロ
レ
ン
ス
伝
は
、
さ
す
が
に

新
し
い
資
料
で
こ
れ
を
扱
つ
た
。
前
記
ノ
ヅ
テ
ィ
ン
ガ
ム
．
カ
ウ
ン

テ
ィ
ニ
フ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
二
っ
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
が
そ
れ
で
あ
り
、

各
々
、
医
師
は
規
定
量
し
か
与
へ
よ
う
と
し
な
か
つ
た
が
、
ロ
レ
ン

ス
と
妹
は
痛
み
を
和
げ
る
た
め
に
余
分
の
量
を
与
へ
た
と
い
ふ
彼
ら

の
友
人
ア
リ
ス
・
ホ
ル
デ
ィ
ヅ
チ
（
｝
o
曇
け
｝
）
、
旧
姓
ホ
ー
ル
の

証
言
と
、
ロ
レ
ン
ス
は
医
師
に
「
何
か
与
へ
て
終
ら
せ
て
く
れ
ま
せ

敏
㌻
㍗
㍑
た
㍗
㌧
㍗
プ
、
㌶
肩

出
版
以
前
に
既
に
印
刷
に
か
㌧
つ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
彼
が
件

ん
の
図
書
館
の
二
件
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
を
知
ら
な
か
つ
た
と
は
考
へ

難
い
。
事
実
、
．
長
兄
ジ
ヨ
ー
ジ
の
回
想
は
注
に
言
及
さ
れ
る
が
（
五

五
〇
頃
）
、
奇
妙
に
も
ワ
ー
ゼ
ン
は
、
ジ
ヨ
i
ジ
が
毎
晩
母
親
を
見
舞

に
行
つ
た
と
云
ふ
の
は
、
妹
一
ミ
リ
ー
が
兄
は
「
ご
く
く
稀
に
し

か
」
（
．
．
ω
O
冨
『
O
ξ
．
．
）
顔
を
見
せ
な
い
と
怒
つ
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
も

信
愚
性
に
欠
け
る
と
し
、
医
師
の
件
も
信
頼
で
き
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
、

と
書
く
の
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
長
兄
の
ジ
冒
ー
ジ
に
誇
張
癬
が
あ
つ
た
こ
と
も
、
彼
と

次
兄
が
、
ロ
レ
ン
ス
と
は
対
照
的
に
所
謂
「
孝
行
息
子
」
で
な
か
つ
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た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
ジ
目
ー
ジ
の
証
言
を
退
け
る
た
め

に
は
、
リ
デ
ィ
ア
が
倒
れ
て
の
ち
死
ぬ
ま
で
の
間
に
、
彼
が
二
度

も
L
イ
ー
ス
ト
ウ
ヅ
ド
を
訪
ね
な
か
つ
た
こ
と
が
証
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
〕

な
い
が
、
同
じ
図
書
館
の
収
蔵
す
る
彼
の
長
男
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
に

よ
つ
て
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
が
リ
デ
ィ
ア
の
死
の
前
日
か
ら
ロ
レ
ン
ス
家

に
ゐ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
仮
に
百
歩
譲
つ
て
、
ノ

ヅ
テ
ィ
ン
ガ
ム
市
に
居
住
し
て
ゐ
た
彼
が
母
親
の
計
報
に
接
す
る
迄

一
度
も
イ
ー
ス
ト
ウ
ソ
ド
に
行
か
ず
、
従
つ
て
彼
の
ゐ
る
前
で
ロ
レ

ン
ス
が
医
師
に
母
親
の
安
楽
死
を
請
う
た
の
が
事
実
で
な
い
と
し
て

も
、
そ
の
話
自
体
は
、
ア
リ
ス
・
ホ
i
ル
の
証
言
に
照
し
て
疑
へ
ぬ

と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ら
う
。
つ
ま
り
安
楽
死
願
望
の
こ
と
も
、
規

定
量
以
上
の
投
薬
の
こ
と
も
、
誰
揮
る
こ
と
な
い
公
然
た
る
事
実
で

あ
り
、
ロ
レ
ン
ス
と
エ
イ
ダ
が
秘
か
に
決
断
す
る
性
質
の
事
柄
で
は

な
か
つ
た
。

　
し
か
も
ロ
レ
ン
ス
に
、
切
羽
詰
つ
て
モ
ル
ヒ
ネ
を
盛
ら
ね
ぱ
な
ら

ぬ
や
う
な
母
親
に
対
す
る
愛
情
と
一
体
感
が
欠
け
て
ゐ
た
こ
と
は
、

ワ
ー
ゼ
ン
が
書
か
な
か
つ
た
当
時
の
日
常
に
よ
つ
て
も
推
察
で
き
る

の
で
あ
る
。
長
兄
の
ジ
目
ー
ジ
が
、
母
親
の
死
の
当
目
の
ロ
レ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
（
犯
）

の
態
度
に
激
怒
し
た
の
も
、
弟
の
酷
薄
な
心
を
見
透
し
た
か
ら
で
あ

い
ギ
む
醇
繍
㌶
簑
巧
際
中
に
書
か

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
所
蔵
す
る
こ
の
草
稿
は
、

草
稿
へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
と
、
ロ
レ
ン
ス
の
宛
後
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
の
ロ
レ
ン
ス
夫
人
の
屋
根
嚢
部
屋
で
発
見
さ
れ
た
。
つ
ま
り
エ

ル
ぜ
・
ヤ
ヅ
フ
ェ
（
目
器
盲
津
）
の
家
屋
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
作
品
の
執
筆
時
期
が
、
同
じ
書
き
込
み
に
言
ふ
一
九
一
二
年
で

は
な
く
一
九
一
〇
年
頃
で
あ
る
こ
と
は
、
「
ブ
ー
ツ
・
キ
ャ
ソ
シ
ュ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
寸
か

（
．
．
｝
8
房
o
轟
プ
．
、
）
の
透
し
の
あ
る
縦
二
〇
・
三
セ
ン
チ
、
横
一

六
・
四
セ
ン
チ
の
上
質
紙
に
五
枚
ご
と
に
ロ
ー
マ
数
字
を
打
つ
方
式

で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
ロ
レ
ン
ス
が

サ
ー
モ
ン
・
ペ
イ
パ
ー

「
説
教
用
紙
」
と
呼
ん
だ
ク
ロ
イ
ド
ン
時
代
の
用
紙
で
あ
り
、
母
親

の
看
病
中
の
執
筆
に
つ
い
て
は
ワ
ー
ゼ
ン
も
こ
れ
を
認
め
（
二
八
二

頁
）
、
「
そ
の
よ
う
な
時
期
に
」
こ
れ
ほ
ど
の
言
語
の
活
力
で
、
彼
の

人
生
の
痛
切
な
事
件
に
光
を
当
て
る
作
品
が
書
か
れ
た
こ
と
は
瞠
目

す
べ
き
こ
と
だ
と
書
く
。
そ
の
の
ち
に
、
死
に
際
の
こ
の
母
親
ヘ
ム

ス
ト
ッ
ク
夫
人
（
巨
易
＝
①
昌
卑
o
鼻
）
は
、
疑
ひ
の
余
地
な
く
家
族

に
と
つ
て
有
害
な
母
親
と
し
て
描
か
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
キ
ー
ス
・
セ

イ
ガ
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
キ
ー
ス
・
セ
イ
ガ
の
評
言
は
、
実
は
、

二
の
戯
曲
の
喜
劇
の
骨
格
は
作
老
自
身
の
状
況
を
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な

明
噺
さ
で
見
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、
こ
の
明
蜥
さ
こ
そ
が
実
生

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ウ
ズ

活
の
ロ
レ
ン
ス
に
欠
け
て
ゐ
た
と
し
、
埋
葬
の
翌
日
に
「
私
の
恋
人

の
な
か
の
恋
人
が
去
つ
た
」
と
い
ふ
書
簡
の
引
用
に
続
く
も
の
で
、

『
回
転
木
馬
』
の
母
親
は
当
時
の
ロ
レ
ン
ス
と
は
正
反
対
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
坐

云
ふ
趣
旨
の
指
摘
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
言
ひ
方
を
す
る
な
ら
、
逆
に

ロ
レ
ン
ス
に
は
創
作
に
示
さ
れ
た
や
う
な
明
噺
さ
が
あ
り
、
書
簡
は

そ
れ
を
糊
塗
す
る
手
段
だ
つ
た
と
言
ひ
切
つ
た
方
が
真
実
に
近
い
と
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私
は
考
へ
る
が
、
い
づ
れ
に
せ
よ
ワ
ー
ゼ
ン
は
、
ヘ
ム
ス
ト
ッ
ク
夫

人
は
リ
デ
ィ
ア
・
ロ
レ
ン
ス
と
は
非
常
に
異
な
る
と
書
き
、
彼
女
が

方
言
で
自
己
の
生
活
を
語
る
調
刺
の
才
の
あ
る
労
働
老
階
級
の
婦
人

だ
と
述
べ
て
、
別
の
問
題
に
移
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
労
働
考
階
級
の
婦
人
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
死

の
床
に
あ
る
母
親
を
着
病
す
る
ロ
レ
ン
ス
が
書
い
て
ゐ
た
戯
曲
は
、

「
来
る
日
も
来
る
日
も
、
昆
虫
の
や
う
に
上
を
向
い
て
」
寝
た
き
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
E
押
L

ヘ
ム
ス
ト
ッ
ク
夫
人
の
五
百
ポ
ン
ド
幾
許
の
遺
産
を
め
ぐ
り
、
彼
女

の
娘
と
看
護
婦
、
二
人
に
言
ひ
寄
る
男
達
が
展
開
す
る
「
ド
タ
バ
タ

喜
劇
」
な
の
で
あ
る
。
当
然
の
や
う
に
そ
こ
に
は
、
ロ
レ
ン
ス
自
身

に
当
る
「
母
親
つ
子
」
ハ
リ
ー
と
そ
の
父
親
、
ジ
ェ
シ
ー
に
相
当
す

る
ハ
リ
ー
の
女
友
達
レ
イ
チ
ェ
ル
も
登
場
す
る
。
ロ
レ
ン
ス
は
一
方

で
、
ヘ
ム
ス
ト
ヅ
ク
夫
人
に
息
子
の
ハ
リ
ー
を
悪
し
ざ
ま
に
言
は
せ
、

自
ら
ハ
リ
ー
の
軟
弱
さ
を
愚
弄
し
つ
㌧
、
他
方
で
ヘ
ム
ス
ト
ヅ
ク
夫

人
の
品
性
を
野
卑
に
す
る
こ
と
に
よ
り
母
親
を
距
め
る
。
ヘ
ム
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ち
か

ツ
ク
夫
人
は
レ
イ
チ
ェ
ル
を
憎
ん
で
ゐ
た
が
、
ハ
リ
i
を
調
戯
ふ
た

め
に
彼
女
を
使
つ
た
と
い
ふ
娘
の
台
調
も
、
五
百
ポ
ン
ド
の
遣
産
に

よ
り
周
囲
の
人
々
を
振
回
す
ヘ
ム
ス
ト
ヅ
ク
夫
人
の
在
り
や
う
も
、

痛
烈
な
作
老
に
よ
る
母
親
の
批
判
で
あ
り
、
復
響
の
始
り
で
あ
る
。

ハ
リ
ー
の
父
親
が
全
う
な
人
問
と
し
て
登
場
す
る
点
で
も
、
こ
れ
は

興
味
深
い
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ム
ス
ト
ヅ
ク
夫
人
が
死
ん
だ
日
と
埋
葬
の
目
を
扱
ふ
第
五
幕
が
、

リ
デ
ィ
ア
の
生
前
に
書
か
れ
て
ゐ
た
と
は
考
へ
難
い
。
し
か
し
明
か

に
そ
れ
は
、
「
い
つ
終
る
と
も
釦
れ
ぬ
病
室
の
着
護
」
の
際
中
に
起
筆

㌫
漉
・
恐
ら
く
は
母
親
の
死
後
一
週
間
ほ
ど
の
う
ち
に
完
成
し
た
の

で
あ
る
。
ロ
レ
ン
ス
と
い
ふ
作
家
は
一
筋
縄
で
は
ゆ
か
な
い
。
残
酷

さ
と
こ
の
上
な
い
優
し
さ
の
間
で
分
裂
し
た
人
間
で
あ
つ
た
。

　
ワ
ー
ぜ
ン
の
伝
記
は
、
さ
う
い
ふ
ロ
レ
ン
ス
を
、
巷
に
陸
れ
る
陳

腐
な
人
間
に
見
せ
て
し
ま
う
。
し
か
も
ロ
レ
ン
ス
が
フ
リ
ー
ダ
と
ド

イ
ツ
に
発
つ
第
十
五
章
ま
で
、
殆
ど
常
に
或
る
時
期
の
ロ
レ
ン
ス
を

述
べ
る
部
分
に
、
ず
つ
と
後
に
蓄
か
れ
た
ロ
レ
シ
ス
の
作
品
が
反
照

し
て
く
る
。
そ
れ
ぱ
か
り
か
各
々
の
時
期
は
項
目
別
に
扱
は
れ
る
嫌

ひ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
伝
記
の
ロ
レ
ン
ス
に
は
生
命
が
な
い
。
一
人

の
人
間
が
生
き
て
ゐ
る
気
配
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
ら
、
著
し
く
退
屈

で
あ
る
。
ム
ア
に
よ
る
伝
記
は
、
読
者
の
卑
俗
な
関
心
を
掻
き
立
て

つ
㌧
、
最
後
ま
で
読
者
を
捉
へ
て
離
さ
な
か
つ
た
。
彼
は
む
し
ろ
ロ

レ
ン
ス
を
書
か
ず
、
ロ
レ
ン
ス
の
生
涯
に
は
、
下
世
話
の
話
が
ふ
ん

だ
ん
に
詰
ま
つ
て
ゐ
る
と
教
へ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
虚
偽
で
は
な

く
、
偽
り
は
ロ
レ
ン
ス
を
そ
れ
ら
情
痴
話
の
類
か
ら
区
別
し
な
か
つ

た
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
が
、
ワ
ー
ゼ
ン
の
伝
記
は
、
資
料
の
推
積
に
よ

つ
て
肝
腎
の
若
き
ロ
レ
ン
ス
を
殺
し
た
。
亡
霊
と
な
つ
て
現
れ
出
た

の
は
、
ま
た
し
て
も
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ク
ス
に
ま
と
ひ
つ

か
れ
た
嚢
れ
果
て
た
ロ
レ
ン
ス
で
し
か
な
か
つ
た
。

　
一
九
八
○
年
に
ロ
イ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
一
冊
の
小
薯
で
「
ロ
レ
ン

ス
神
話
」
を
互
解
さ
せ
た
あ
と
、
誰
が
十
年
余
り
の
ち
に
、
味
気
な

い
ロ
レ
ン
ス
が
大
規
模
な
「
伝
記
」
の
灰
の
下
か
ら
「
不
死
鳥
」
の
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．
こ
と
く
蘇
る
様
を
想
像
し
得
た
で
あ
ら
う
。
ま
こ
と
に
伝
記
は
心
し

て
警
く
べ
く
、
読
者
も
ま
た
心
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
厳

密
な
資
料
に
裏
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
の
印
象
を
与
へ
る
度
合
が
大
き

け
れ
ぱ
一
層
、
そ
の
陥
穿
も
ま
た
深
い
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
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（
ま
①
＝
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昌
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）
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エ
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ル
・
ド
ゥ
ラ
ヴ
ネ
を
案
内
し
た
エ
イ
ダ
が
、
農
場
の
住
居
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、
、
昌
s
目
、
と
呼
び
、
彼
女
の
母
親
が
ジ
ェ
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冷
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し
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見
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、
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年
復
響
の
機
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を
窺
つ
て
き
て
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ロ
レ
ン
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で
は
な
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〕
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の
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向
け
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①
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叔
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①
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。
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収
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－
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受
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曽
o
」
。
な
ほ
こ
の
詩
の
改
稿
に
関
し
て
は
拙
論
「
あ
る
選
遁

　
－
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リ
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ロ
レ
ン
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の
謎
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叢
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収
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草
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す
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あ
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陪
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